












































































































































































連 命 の 天 ・ 義 JjE の 天
Ii













































と い う 見 解 を 披 歴 し て い る 。 ＞

















































































稿 で は 以 上 の 研 究 経 過 の



































き な 変 化 が み ら 仇 入 は 化 子
荀子の天思想がどのように把握されてきたのかを概観してお、さた
Jのことは荀子が偽の




























以 上 煩 を い と わ
り、
神 明 て あ っ た と 緒 論
し
て い る 。
天のもとにととまっているのてもって、








































































II人 の 価 伯 の
みていることでは、
こ且まで紹介した語説とかわりがない。














れ 左 の て あ る
II






を 自 然 と し て と ら こ る べ 、 き か 否 か 、
ま え

















二 ぢ い て ら 、















し て 、 池 In ， 仄 利 氏 、
＼手、’-6
、
JI-1. しては失格 て ら っ ’ { ] が
、































































































































































門 避 す る こ と を 打 般 し よ う と す る

























い わ は 呪 術 的 に 天 人 関 係 を と ら え る こ と か 、における実践の



















孟 荀 列 伝 の
そして
に 立 っ て い た こ と を よ く 伝 こ て い る 。
ことに
















































































































































































































































































蒸 成 菌 、








是 亦 近 突 。
而不知其所為使、
若有真宰而特不得其咲、









た だ 実 際 に 現 象 と し て 展 開 さ れ て い る の た か ら そ う さ せ
て い る 者 （ 真 宰 ） が あ る に は








理解 さ れ る て お ろ う 。
こ う し て み れ は
”険陽四貼によって万物を生成化育させている原因、
は た ら き






こ う し て
る。





















つ ま り 聖 人 を 、
生成化育の主休としての天の形而上的性格を，11立している
を荀子は「神」と規定すろのである。 因 、



































こ 且 に よ 且 ぱ 、
傷 椋 が ここにおける真宰が自然界の生成変
而 莫 知 其 所 萌 ゜
このような生成化育の
已乎已乎、






















“ 精 妙 な 働 き
Ii
荀子における襦家的理念と天の思想的位置




























































所 志 於 天 者 、

































































































る こ と が
{ii 






災 コ ノ ー 一
（｀
























る の て ば な
』•
こく


































































































「 7 職 と ー し ， こ
のよりならのてあるーとし
0) 
筑 岐 大 学
一 そ こ に
との坦川を故成して人間
(6) 




























































/ ’ r , “ ！ ・ 文 、 - 3 る ／ 且 0
て （ 務 本 、
節 用 を 怠 た る ）































































































天 職 と は 、
陰陽四llこ卜



























荀 子 に お げ る 儒 家 的 理 念 と 天 の 思 想 的 位 置
いすれもあまねく生成化育するとい
れ「天清所受於天之伯也」「言天之所付任、











t ヽ＇ 必 ず し も 断 定 で
rき
ない。


















































































） 月 じ こ
、C




ま た 善 が 予 件 さ れ て い る と い






































































と さ 九 る
刀こ刀
rよ う な

























う こ 1 ) 9 h > e , /
Ji:I'，JIし































































↑ 能 禍 。
故 水 旱 不 記 位 之 飢 謁 、
























応 之 以 乱 、
則凶。
怖 本 而 節 川 、
則 天 不 能 貧 、
韮価而動間、
則天不杞店、
脩 道 而 不 爪 、
川天












同 者 相 持 而 長 。
是 礼 之 所 起 也
求而伺度量分界、
＞ こ
韮 略 而 励 牢 、
という発想がもりこ
ま れているところにも 認 め る こ と が
則 不 能 不 争 。
争則乱、
乱則窮、







の 天 思 想 を
七
ii自然乃至自然況


































































































































































































































































そ れ こ よ
も 天 に














































































さ ＇ 了 テ き ． ァ ‘

















































































































































































































以 上 の よ






"FJuV)↑ピぐ、下、/ 11 r 、 A 0 心 グ ） ． 一
ー＇｀






































































ま で も な い が 、
それに先立って不荀篇
における天思想の解明及びそれと
天 論 篤 と の 関 連 の 検 討 か 予 備 的 作 業 と し て
が『荀子』に求められることになり、
こ こ に 詞 い て も




















































































形 則 神 、









さ て こ こ て 柱 H す べ き こ と は 、
此順命、
以 恢 其 独 者 也
空、
加冬 化 代 興 。
謂之天徳








































瞑 然 而 唸 、
未加而糾、
不 形 則 虻 作 於 心 、
見於色、
出於言、














改 其 旧 質 、
訓之変、
されているように、




























そ の 心 の 働 き は 粕
民はその条理のもとに善なる性格へと変化されると
か わ る が わ る 行 わ れ る こ と が 天 徳 と 規 定 さ れ て い る 。
言始爪化終於変也、
鮨 天 直 陰 陽 連 行 則 為 化 、




















そ れ は 入 功 〔 廿 万 物 を
4
成化百ずる「入の

































































































の 人 間 社 会 に お げ る 丈 呪 と し て 砧 悦 つ げ ら れ て い た こ と を Iil ： ぃ 起 せ 〗






こ こ ム / ら
iiい














































































天 功 〔 11
そ 0 狂 い ’ 仄 ｀ 、 さ 連 ＇ （ 笈 化 て ぷ ろ こ と
し て








































こ と カ 岬 鮒 一
、
これろ
丈 践 諭 に お げ る 誡 の
i山
視された且いか説かれる。





















普遍性 を 裏 つ け
r�
曰、
天 ／ 徳 於 ， 、 r 、































































政 間 死 、





不 可 得 而 間 也 （ 公 冶 長 ）
曰、




に み ら れ る 思 想 的 特 質 の ひ と つ と し て
に詞ける天息想の思想史的位置
たところにあるといえよう。












































































て い る よ う こ 、 訂子敬而熊失、
与 人 恭 而 打 礼 、





























に お い て は
II給島天及ひ天命ぱ孔子にとって不可知の存，孔てある。）但し天はは 人 間 か ら 知 る こ と は 工き ず 、
徳的実践とのかかわりにむいて考えられていないとい 宮崎市定氏は八「中国古伏におげる天と喩と天命の息想」『 に
お




























































に あ る と し て 、
れ よ う っ
そこて四＜＼















































































































































喚 三 ぃ す
' rL . 4 :
｛
哲学





















































不 知 礼 、































































小 人 不 知 天 命 而 不 畏 也 。
不条哩にさみ]‘ぎ
その
























































の 乞 を も っ て ．
l）げと心旦































































る ） も の て ， ば い こ と ば い う ま て も な い が 、
匁 白 虹 は 、
日已をふくめたすべての































































る 天 こ よ っ て 与 ． ’ ( 了 っ 打 、 二 と い
それを命じた天こ対して
と い ) ' ) マ 豆 芙 ぱ 、
曰、
何 為 其 莫 知 子 也 。
子 曰 、
る ら の て は ば い こ と が
でもるということ
そ く わ な い こ と は ' 11 叫 て も ろ う 。
つ主J
、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
在 火 」 が 冷 閏 な 大 か ら 卜 さ れ ＇ こ 、

















ヽ ＼ ＼ 、 ヽ
） 胄 lj り 嘉 開 こ ぢ 、 てOLIIカ，IIl-‘))し，｛＼
とえそれが不条開てあっても、
絶 対 的 善 で あ る 天 に よ っ て
(J'ら臼士心にかかわヅばく）間約
し、






不 尤 人 、
そ バ こ つ つ く








































































































































































































































































































孟 子 に お げ る 天 は
ヽ！ノ各


































































































そ れ を ど の よ ＿ こ 』 克 肌 し よ り と し た の か 、
J のよう左性格てあるとすれは、
天と人間の
の 真 人 は
し て いるにほかならばい。













て は 衣 い 。


























しているが同時に 相 手 か
における天







物 煎 非 是 。





彼 是 方 生 之 説 也 。
賄然方生方死、
方 死 方 生 、
の関連はどのようてあっ，このてあろうか。









そ れ そ れ そ れ な り に
にほかならない。
斉物論篇の天籟の
勿 論 『 荘 子 』
子
』













































































































































































































































之 直 枢 、
枢 始 得 其 扇 I
是 以 聖 人 不 山 而 附 之 子 天
外 囚 足 也 。
て ） 自 己 の
への囚訊を去る（い吋の















以 応 飢 窮 、









莫 若 以 明
を実坦することかてきるのてある





























一 方 こ 囚 執 す る と こ ろ に 起 因 ず る 心 神 の 疲 罰 」 を 克 服 ず る に は




し か も 万 物
まさにこのような人間の生｀き様てあった。
そ し て こ こ に 荘 子 か 天 、
心、




恵 施 の 三 者 ぱ 己 れ の 技 へ の 愛 好 を 他 の 世 間 の 人 々 に お し え よ




こ 対 立 す る 「 彼 」 を 泊 提 と し て 19 じ め て




（ 彼 亦 一 是 乳 、
此亦一是翡）
集且圃彼足乎哉。
形 而 下 的 に は 、
遂 こ 岐 労 困 態 に 陥 る の て あ り 、












































この相対的閃係として展訓 そ れ は 荘 子 か ら ず れ ｀ ＂ ） [
ま
串 尼犀 ら へ の 府 烈 な 批 判 に 示 さ れ て い る 。
j ち
においては相対的関係が物の禁本的存在様態とし
























こ こ で 主
ヽ
ーこし、う






































人 予 曰 、


















て は な い も の も あ る か 、
る
0
















































































息 化 円 容 か ら ず れ は 大 半 は 白 篇 の 殷 伍 を エ と し 、
りもとこ（＇
し｀
































































































































、 よ く 知 ら れ て い る と こ
川 折 を 経 つ つ も 昭 嚢 王 に ひ き つ か れ 、
以土荀子における礼治
（実践の論理）と天思想とのかかわりについて論じてきた。
そ こ で 最 後 に 時 代 相 を 視 野 に ぢ き つ つ 、
ガ 奈 辺 に あ っ た の か を 考 え る と ‘ き 、の 「 令 民 為 什 伍 而 相 収 司 近 坐 、
不告姦者股斬、









て 変 法 自 強 の 改 叩 か 断 行 さ れ 、











蓋 史 に 成 果 を お さ め つ つ あ っ た こ と は 『 荀 子 』 強 国 篇 の
「入境観其風俗、





荀 子 が こ れ ら 先 行 す る 思 想 を 批 判 的 に 吸 収 し 、
ま ず 間 題 と さ れ る の か 、
当間の時代の趨勢か典型的に映し出されている秦の国情である。
統 治 論 を 悲 礎 づ け て い る こ と が 首 肯 て き よ う 。
の主体を形而上的存在としての天に求のる荀子の天思想が『荘子』外篇における天思想こ連なる、ものであることが理解されるてあろう。 校 討 か 必 娑 と さ れ る か 、
(24) 
る如くこれらの諸為が戦国末から漠初に成立したものであることは動かないところてあり、
扱 言 寸 れ に 貌 の 尼 和 窪 動 の Ill り y 11 [
士来述へて、さたと
） う し て み れ ば 陰 陽 四 時 の 連 行 変 化 に よ る 生 成 化 育
少 な く と も 天 思 想 に つ い て は 、
しかも従来の語飢究か指悩してし






哲 学 ・ 思 想 学 系 論 集
し た う
i]
の ら の て あ り 、










天 蒻 地 卑 。




秋 冬 後 、
四 時 之 序 也













































こ 札 こ そ 荀 子 が 1 央 集 怖 的 支 配 休 間 の 形 成 と い う 匝 史 的 趨 勢 に お い て 礼 治 に





















































1' L ,7f 
五認
- J -,, / 













































































































大 使 之 位 也 」 と あ る よ ) ) に 使 11 統 冶 の 合 理 性 を ら く ヽ
って
の形成か春秋後期か
に み ら れ る
の
凡三十一門」からも知られる。





























の 大 幅 な 動 揺 と 川 互 仄 工 的 閃 係 に あ る
古 之 吏 也 」 と い














求 め て い る こ とう 。




























































し か も こ の 天 （ （ 以 下 が
万物を生成化布する、王休としての
























































そ の 責 務 � を い 述 丑 し 心 ん
と す る
敗 仰 化 「 ） ／ 砂 衣 打
の ら の と




て い る こ と 、
第二に天
の 人 間 社 会 に お い て 全 く ず る 者 を
それによって万物が生成化育されることにおいて示される形而上的存在として
の 外 側 に あ っ て 外 的 に 支 配 す る の て は な く
し得るもの廿








人 門 の 当 為 の 絶 対 化 の 板 閏 と し て 天 を よ り


























































































(5) (4) (3) (2) (1) 注
荀子にお口る他家的理念と入の息想的位栢
「 人 森 」 は 次 の 「 人 政 」 と 同 じ く 、
その
腐 点 飼 め て 闘 解 て い 来 そ の 解 釈 が 戸 〗 れ て い る 。 ） 刀 う
十 念 係 に 順 い 「 能 」 を 「 態 」 に 解 く 。
けたことを記しておく。 れ て い る 。
VI、
本仙先に際しては、
後 に も 言 及 す る よ う に 韮 褐 古 を は し め と し て 『 中 国 虹 学 の 肌 塁 』
荀了に応ける人が決して機賊的な自然現象にととまるものてはないことは、
虹 に 原 富 男 博 十 か 、
そ の 著 『 中 ＂ 手 息 化 の 板 伍 と 儒 学 の 復 位 』 に [ / い て 指 悩 さ
功」とする必要はないと思う。
、、、、、





エ 念 係 の 主 張 は う か ら す ぎ て あ り 、前 後 の 文 心 ふい ら お 七 [ ミ 「 人
『 愉 理 思 想 研 究 』 1 所 収
(
- 九 七 六 年 ）
ー ・、 せ 、 つ し
こ
!11↓ー





































な る で あ ら り 。
に枯ついて
政 治 息 和 心 的 側 面 を 論 す
る
こと




























け ら れ て し


































































































































































































































(12) (11) (10) ( 9 ) 
は
、ま
さに中国的息惟の核心を衝いている。
(8) 
＇�刈退』などは怠吼収木と解釈し、
家□大峯『荀子断』久保愛『荀子増注』などは地財と解丁る立場をとっ
ている。
「入政」
に
ついても「久翡」と同じく、
そ
の意味するところがつかみにくいが、
ここでは「天政言如賞門之政令」とい
原富男博上＂名『中箪思想の根恐と儒学の優位』
P
-1 9 3
における「即ち天の
いるものがあるにしても、
善の先験性を予件とした上に成立っているのである。
性に苦かf件されているという氾紺に対し
て、
性也笥に展開された主張の
いい、
性の裁成といい、
たとえ荀子のようこ性ぱ也たととなえて
善の先験性の承詑は、
無条件的あるいぱ批判の外に在る」という指脳
従来
荀子にあっては性は大li自然という解釈から価伯
以前のものとして
把
燿さ九
、
しかも他方心を性にふくめる見地からは、
心乃知的、
意志的殴能を
ふまえて、
性を
＂可能泥戸として把桐する見解が励々提出
されている。
だが
、
そ
もそら一方では（惰欲に対しては）価頒以前として把桐した性を、
他方ご
は（心を性の一部とする場合には）可能態とする把伽
か、
曖昧 を免れないこ は明らかであろう。
ど性忠篇ては性に対する
考察が専ら應に向ってなされている事実を否定し
な
い。
しかし重要なことは
、
その性他篇においてさえ「定の人なる者
も、
行内ぱ
以て父子の義を知る可く、
外は以て月臣の正を知る可し」と説かれているように、
荀子においても儒家的思惟の特質として
の楽天的性格ーー現実万←也を素直
に虚めつつ、
しかも何の矛門を感することなく他方において人間の生得的資質に
道徳的実践能力を期待するーを
、確
認することかてき
る
f>
『荀子束繹』に『礼晶』礼連注を引いて「分」を「職」の怠としている如く、
って、
恨加的価値としての大の否定までも怠味しているわけではない。
「天人之分」の「分」とは、
あくまても入と人間との
“闊分＂
立＇圧不てあ
， 
の
�
解蔽篇にみられる「什子蔽於人而不知人」という荀子の荘子拭刊も、
荀子が荘子こおけ
るり
人為
11
の
放棄を批詞していることは明らかてある
か、
ここか
ら"1fが人を実践論の恨拠に位凶つけることを否定したとするのは速断にすぎることは
、本
論から首肯てぎるであろう。
見Eしている。！に
J
大学・中庸』
猪詞散所 荀子補辿』に順い「故」を「政」に解く。
不試其命、
若之何頑之、
11一犬之有彗凧山、
以除磯也、
且熊悼他、
又
何絨鳥、
杓徳之欄、
峨之何損」という周知の一節も、
孔子に先立って天人閲係の呪術的把捉の訂破と人道の重視を強調したものとして江Llさ九る。
屈知のよう戸泊の劉買徊は『論語正義』において「五十而知天命」に注を付して「畠召語云、
以為灼川徳命也
青凶帰年則禄命也」と心へ、
人間に与えられた天賦の道悟的資質を徳命、
同じく天賦の吉凶、
禍福、
生死夭寿などの伯別内境遇を緑命と
(7) (6) 
ヰ斤
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心ヤ
�
ゴ
ニ
今天其命哲命吉凶命歴年、
91
,＜
Lj‘ 1 
,i文
:91-Jjー-‘会、Jこ
Li
り．t1,'
' r,
,
9‘ 
足生質之巽而
J臼
可
てないのではないかという反論が太さ礼るかもし礼ない。
九〇
斉なるこ
(24) 砂｝）
荀子における儒家的理念と天の思想的位置
（『倫理学研先』第二十号所収）で論じた。
陰勘思想が荀子の思想にどのようにかかわっているのかについては、
政妙な問題な
の
て砂を改めて畠丁ることにし応い。
『庄子哲学討論集』所収「庄子八外雑筒＞切森」参照。
(23) 
この問屈については拙稿「荘子内篇の論理構造」
対的関係の一方に固執しないという慈味である。る天悦の意味も、
恰も天の嘱臼によって和えるが如く
九
(21) 
ままに在ることに示されるのである。
(20) 
宮崎氏のこの見解が沖旧左右古氏の
上ロIiillIを一種のテモソとする立場八『論語と孔子の思想』p
.
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に連なるものてあることは言うまてもない。
「関於八人間枇＞．非荘子所作況」
においては人間世篇は什周の手によるものてはないの
てはあ まいかとされている。
しかし、
これらはすぺて批鼠の域にとどまるものてあリ、
ここてはひと
ます内七篇をひとまとまリのものとする立場をとっ
こ
。内篇においては道も天と同義である。
大宋師篇には「夫道有情有信、
無為無形、
可陣而不可受、
可得而不可見、
自本自恨、＇「本有人地、
白古以囚存」とあ
り、
これによれば道は万物の根本てあり、
その意味で万物の主宰者てあるが、
しかし、
そ九も決して外から慟きかけ、
支配するのてはなく、
り物があるが
従って、
悧＝＝峠四の況話における「足以生人和之以足非而休乎天釣、
是之謂両行」の意味も
対立し相克している一方を峠連久理没訓せし力ることこょ
って対立と相'1心を解消しようというのではなく、
自己の立場への固執を去リ、
相手をそれなりこ存在するも
のとして把尻し、
そうすることによって伎此の
伯別性をそこなうこ なく、
そこに生する対立、
相克を超えるということ 意味しているのであ
る。
また同じく斉物孟笥の長伯子と料嗚子との刈了1
9』一ク寸
IJおのすから然る11天“
において万物が成立していることを自見すること｝
1
」6
って、
そ仇そ仇の柑
の成立てはないかと疑われており、
或いは『＂吐す内篇ボ解和批判』
が、
実は祁線本以外では現在本の外雑篇に組み込まれていたらしいという指摘がなされ、
同じく「
庄子採加」ては汎象本の内七篇の丁べてか外雑揺より後
(19) (18) 
現在本『計子』 内七篇については従米再三にわたって疑義か提出されている。
例えは『庄子歯学討
諭集』所収「再論圧子」ては、
斉物論第二の後平
の立場をとっている。
(17) 
『論語』の命を伍命と解するのは、
焼に宋儒に｛？いて徹底されているか、
近年でも高田真冶著『支那息想の研先』や凸友閏竹『中田性学史＝なゞ
9]は
